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養 寿 寺 だ よ り

三
．
永
代
祠
堂
法
要   

九
月
二
十
三
日
（
水
・
祝
）

　

本
年
度
も
該
当
の
方
に
は
連
絡
申
し
あ
げ
た
と
こ

ろ
、
八
〇
名
以
上
の
方
に
お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
要
の
後
、
法
話
の
部
で
は
、
真
宗
大
谷
は
僧
侶
、
北

野
隆
之
先
生
に
「
絵
解
き
法
話
」
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
お
斎
（
昼
食
）
は
、
特
製
の
精
進
料

理
を
お
出
し
し
て
お
り
ま
す
。

 

四
． 

報
恩
講

　

十
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
の
三
日
間
、
養
寿
寺
報

恩
講
を
厳
修
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
法
要
の
形
式
は
概

ね
同
じ
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
正
信
偈
を
映
し
、
お
読
み

い
た
だ
き
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
法
話
に
つ
い
て 

は
初
日
は
養
寿
寺
住
職
、
二
日
目
は
等
周
寺
坊
守
の
天

野
美
津
子
先
生
。
最
終
日
は
作
家
の
和
田
真
雄
先
生
で

し
た
。
本
年
度
も
、
永
田
や
仏
壇
店
さ
ん
に
出
張
販
売

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
志
納
い
た
だ
い
た
方

は
二
〇
六
名
。
御
志
納
額
は
、六
十
万
五
千
円
で
し
た
。

多
く
の
方
々
よ
り
ご
参
詣
、
な
ら
び
に
御
志
納
賜
り
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
三
年
連
続
で
報
恩
講
の
御
志
納
者
数
は
増
え

て
お
り
ま
す
。
養
寿
寺
世
話
方
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で

あ
る
と
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
．
法
話
会

　

九
月
二
日
に
養
寿
寺
世
話
方
会
主
催
の
秋
の
法
話
会

（
講
師
：
堀
田
護
先
生
）、 

十
月
一
日
に
は
、
養
寿
寺
同

朋
会
主
催
・
養
寿
寺
世
話
方
会
協
賛
の
秋
の
法
話
会（
講

師
：
伊
奈
祐
諦
先
生
）
を
そ
れ
ぞ
れ
執
り
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
と
同
じ
よ
う
に
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

養
寿
寺
同
朋
会
の
方
々
に
は
、
お
斎
（
と
き
）
の
お

世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
養
寿
寺
世
話
方
会

女
性
の
方
々
に
は
、
仏
具
の
『
お
み
が
き
』
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

二
．
早
朝
こ
こ
ろ
の
元
気
塾
（
暁
天
講
座
）

　

八
月
の
五
日
～
七
日
の
三
日
間
、
早
朝
『
心
の
元
気

塾
』
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

一
日
目　

見
田
隆
鑑
先
生（
椙
山
女
学
園
大
学
准
教
授
）

二
日
目　

戸
松
憲
仁
先
生
（
岡
崎
市
福
万
寺
住
職
）

三
日
目　

久
米
賢
一
先
生（
豊
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

参
加
人
数
百
十
一
名
で
、
今
ま
で
で
一
番
多
く
な
り
ま

し
た
。
来
年
度
も
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
な
が
ら
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
大
谷
派
僧
侶
に
こ
だ
わ

ら
ず
い
ろ
ん
な
分
野
で
ご
活
躍
の
先
生
に
お
話
い
た
だ

き
、
こ
の
行
事
の
独
自
性
を
出
し
て
い
く
よ
う
に
心
が

け
ま
す
。
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本
年
度　

本
山
か
ら
の
御
依
頼
額

　

一
〇
三
万
五
千
四
百
円

　
（
同
朋
会
員
志
四
万
二
千
五
百
円
含
む
）

　

み
な
さ
ま
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
早
期
に
、

し
か
も
、
御
依
頼
額
を
遥
か
に
上
ま
わ
る
額
（
約

一
二
〇
％
）
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
本
山
御
依
頼
割
当
（
経
常
費
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
山
収
骨
・
院
号
申
請
に
対
す
る
御
懇
志

を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
一
）
本
山
須
彌
壇
収
骨

　

樹
神
ツ
ユ
子 

様　
　

川
嶋
靜
子 

様

　

鈴
木
将
文 

様

　

＊　

一
体　

十
二
万
円
の
ご
志
納

（
二
）
院
号
申
請

　

樹
神
イ
ツ
エ 

様　
　

川
嶋
靜
子 

様

　

樹
神
公
夫 

様　
　
　

都
築
和
夫 

様

　

高
木　

均 

様　
　
　

柘
植
敏
幸 

様

　

稲
垣
壽
男 

様　
　
　

川
嶋
良
太 

様

　

寺
田
隆
男 

様　
　
　

河
合
英
二 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　

＊　

院
号
申
請　

八
万
円
の
ご
志
納

（
三
）
同
朋
会
員
志

　

養
寿
寺
世
話
方
会
会
計
様
よ
り

こ
と
、
お
布
施
の
こ
と
な
ど
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
も

仏
教
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
通
じ
る
と
思
い
ま

す
。
遠
慮
無
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
☎
（
〇
五
六
五
）
五
二
ー
四
四
七
〇
）
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（
一
）
養
寿
寺
庭
整
備
工
事

　
　
　
　

四
万
五
千
三
百
六
十
円

（
二
）
本
堂
畳
の
表
替
え
（
補
助
あ
り
）

　
　
　
　

四
十
八
万
八
千
九
百
円

　
　
　
　
《 

二
十
万
円
は
世
話
方
会
よ
り
補
助
》

（
三
）
本
堂
簡
易
下
駄
箱
（
二
個
）

　
　
　
　

五
万
一
千
円 

　

な
お
物
品
購
入
並
び
に
施
設
充
実
の
た
め
の
費
用
に

つ
い
て
は
主
に
養
寿
寺
に
御
志
納
い
た
だ
い
た
祠
堂
金

よ
り
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

　

久
田
龍
夫 

様　
　

山
田
幸
男 

様

　

鶴
田
松
己 

様

　

右
記
の
方
よ
り
祠
堂
金
を
御
志
納
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

報恩講　２ 永代祠堂法要　お斎の様子

報恩講　１ 永代祠堂法要の様子

簡易下足箱

法話会　伊奈先生

新しくなった本堂の畳

養寿寺同朋会のみなさんこころの元気塾　その２

庭工事

法話会　堀田先生

本堂畳表替え

おみがきの様子こころの元気塾　その１
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五
．
高
岡
組
門
徒
会
主
催

　
　
　
　
　

本
山
報
恩
講
団
体
参
拝

　

十
一
月
二
十
四
日
、
京
都
本
山
東
本
願
寺
報
恩
講
参

拝
お
よ
び
研
修
旅
行
（
一
日
）
に
養
寿
寺
か
ら
９
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
十
四
日
の
午
前
の

法
要
に
お
参
り
し
、
京
都
駅
前
の
『
ハ
ト
ヤ
瑞
鳳
閣
』

で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
修
復
の
な
さ
れ
た

平
等
院
を
訪
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な
晴
れ
の
日
で
、
格

好
の
行
楽
日
和
。
本
山
参
拝
の
み
な
ら
ず
、
秋
を
愛
で

る
旅
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
も
、
本
山
参
拝
と
研
修

旅
行
（
一
泊
二
日
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

六
．
お
寺
で
ラ
ジ
オ
体
操　
　

お
経
の
お
稽
古

　

本
年
度
も
八
月
二
十
五
日
～
二
十
八
日
の
四
日
間
、

朝
の
六
時
半
か
ら
『
お
寺
で
ラ
ジ
オ
体
操
と
お
経
の
お

稽
古
』
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

花
園
子
供
会
や
花
園
郵
便
局
の
ご
協
力
に
よ
り
、

四
十
名
以
上
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
信

偈
を
読
む
お
稽
古
を
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
子
ど
も
の

習
得
能
力
の
見
事
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
毎
回
、
子
ど
も

さ
ん
向
け
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
．
お
盆
の
戦
没
者
墓
前
追
悼
法
要

　
　
　
　
　

養
寿
寺
で
の
戦
没
者
追
悼
法
要

　

八
月
の
十
四
日
朝
、花
園
町
戦
没
者
墓
地
で
の
墓
前

追
悼
法
要
、な
ら
び
に
、十
二
月
十
四
日
に
花
園
町
戦
没

者
追
悼
法
要
が
花
園
町
戦
没
者
遺
族
会
主
催
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
養
寿
寺
本
堂
南
側
に
先
の
大
戦
で
国
の

た
め
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
お
写
真
が
掛
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
戦
後
七
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、あ

の
悲
劇
は
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、非
戦
の
誓

い
と
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
特
別
な
法
要
と
位
置
づ

け
、お
寺
と
し
て
も
こ
の
法
要
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

八
．
花
園
町　

地
蔵
盆

　

今
年
も
八
月
下
旬
に
に
、
花
園
町
の
四
カ
所
で
地
蔵

盆
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
安
全
を
願
う
道
祖
神

信
仰
と
仏
教
が
融
合
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
道
が
交
わ
る
一
角
や
町
の
入
口
と
い
っ
た
よ
う

な
場
所
に
お
地
蔵
さ
ん
が
立
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
町
の

安
全
は
地
域
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
蔵
盆
を
機
縁
と
し
、
地
域
の
人
が
お

仏
事
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ 

《
９
》

12月31日（木）　除夜の鐘　11時45分から
 １月１日（金）　修正会　午前０時から　正信偈を読みます。
 １月４日（月）　養寿寺主催　書き初め会　午前中　　
 ３月20日（日）　蓮如忌第１日　午後　勤行と法話
	 　法話講師  三重県  正寶寺住職  藤本愛吉先生
  〃 21日（月）　蓮如忌第２日　午前　勤行と落語　お斎（とき）
	 　　　　　　　午後　音楽法要と落語
	 　落語　笑福亭仁智　師匠　と　お弟子さん一人
　《花園コーラス練習日 ２月17日（水）・２月24日（水）・３月９日（水）・３月16日（水）》
　＊ 本年度は，日曜日と月曜日になります。何卒、よろしくお願いいたします
 ４月８日（金）	 花まつり（甘茶・抹茶をお出ししております）
	 　16時～　子ども　花まつり
 ５月11日（水）　花園仏教世話方会主催　春の法話会
	 　講師　西尾市宿縁寺住職　織田慶雄 先生
 ６月20日（月）　養寿寺同朋会主催　初夏の法話会　お斎あり
	 　講師　岡崎市浄専寺住職  安藤伝融 先生

【楽しく学ぶ仏教セミナー】　場所：養寿寺庫裏
　日時：毎月最終日曜日夕方６：55〜７：50   参加無料
　　　 （１月と２月は中止させていただきます）　４月24日(日)
　　　　５月29日(日）／６月26日(日)／７月31日(日)

【
質
問
】　

お
線
香
は
ど
の
よ
う
に
焚た

い
た
ら
よ
い
の
で

す
か
。

【
回
答
】　

通
常
の
仏
事
で
は
、
左
の
写
真
の
よ
う
に
青

磁
色
の
土
香
炉
（
通
常
、
仏
教
の
大
切
な
概
念
で
あ
る

『
縁
』
を
表
す
た
め
複
雑
に
絡
み
合
う
唐
草
が
描
か
れ

て
い
ま
す
）
に
線
香
を
適
切
な
長
さ
に
折
っ
て
横
に
寝

か
せ
ま
す
。
立
て
ま
せ
ん
。
何
回
折
る
の
か
は
土
香
炉

の
大
き
さ
に
よ
る
も
の
で
、
特
別
な
回
数
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
の
燃
え
か
す
を
入
れ
る
の
は
避
け

る
べ
き
で
す
。

互
い
顔
を
合
わ
せ
、
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
町
の

安
全
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

九
．
合
同
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

　

さ
る
八
月
十
三
日
に
初

盆
を
方
々
を
対
象
と
し
た

合
同
盂
蘭
盆
会
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
通
常
の
お
寺

の
行
事
と
異
な
り
若
い
方

の
参
詣
が
多
く
、
今
後
も

大
切
に
し
て
い
く
予
定
で

す
。
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【 

平
成
28
年
６
月
ま
で
の
主
な
予
定
ご
案
内
】

法話会

蓮如忌　２

仏教セミナー

蓮如忌　１ 花まつり

立てません

戦没者　追悼法要 正信偈の練習

団体参拝　昼食の様子

ふれあいクラブ　地蔵盆合同盂蘭盆会

横に寝かせます

戦没者墓前追悼法要 本堂前に並ぶこどものはきもの

団体参拝　東本願寺

上州屋前の地蔵盆

報恩講　４養寿寺世話方

報恩講　３養寿寺世話方


